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● 第３回全統共通テスト模試から見直しておきたい問題 

【 問題 】（「歴史総合」） 
第１問 

 

 

 ２０２６年度共通テスト あと４５日で押さえるポイント 歴史総合，世界史探究 
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【 ポイント 】  

正解：③ 
 文章から情報を読み取り、教科書で学習した基本的な歴史的知識と合わせて正誤を判定する問題です。 

 ①スモッグという言葉が初めて用いられたのは、抜き書きから「1905 年」と読み取れます。一方、イギリスが産業革命

を経て世界最大の工業国となり、「世界の工場」と呼ばれたのは 19 世紀半ばのことです。1870 年代からの第２次産業

革命はイギリスではなくアメリカ合衆国・ドイツが中心であり、19 世紀末にアメリカ合衆国はイギリスを抜いて工業生産

世界一となっており、誤文です。②イギリスの３Ｃ政策の拠点であるカイロ・ケープタウン・カルカッタは、それぞれエジ

プト・ケープ植民地・インドにあり、スコットランドにはないので誤文です。③世界初の光化学スモッグが発生したのは、

抜き書きから「1957 年」の 10 年前の 1947 年であり、発生したロサンゼルスはアメリカ合衆国に位置します。1947 年の

アメリカ合衆国は、ヨーロッパ諸国に対する経済援助計画であるマーシャル=プランを発表した時期であり、正文です。

④抜き書きの最後から 2023 年・2024 年の東京で光化学スモッグ注意報が発令されたことが読み取れるので、誤文で

す。 

 ①を正文と判断した人は、「歴史総合」で扱う様々な時代のイメージを正しく把握することに努めましょう。歴史の問題

を解くためには、時代を正しく理解していることが必要です。②を正文と判断した人は、「歴史総合」で出てきた地名は、

教科書の地図を活用して位置を確認しましょう。空間の把握も「歴史総合」では必須です。④を正文と判断した人は、問

題に付いている資料・会話文などの文章は必ず読みましょう。文章の読み取りが必要な正誤判定問題ほど、正しい選

択肢に見える「上手なうそ」が含まれます。「上手なうそ」に引っかからないために、付いている文章はとにかく落ち着い

て読みましょう（以上の注意点は、すべて「世界史探究」にも言えることです）。 

 

【 問題 】（「世界史探究」） 
第４問 
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【 ポイント 】  

正解：④ 
 資料の文章から情報を読み取り、教科書で学習した基本的な歴史的知識と合わせて正誤を判定する問題です。 

 片桐さんのメモについて。資料から「チャスケス」が飛脚であることが読み取れます。一方、アケメネス(アカイメネス)

朝の「王の目」「王の耳」は、地方長官サトラップを監視するために王が派遣した監察官ですから、手紙などを運ぶ飛脚

とは役割が異なるため、誤文です。百瀬さんのメモについて。資料の駅伝制は「インカ帝国の駅伝制」との説明があり

ます。インカ帝国など中南米の先住民文明では、馬などの大型家畜は利用されていませんから、「整備当初から宿駅

に馬が配備されていた」とは考えられず、誤文です。 

 文章・グラフ・表などの資料や会話文がある場合、「飾り」であることはほぼなく、読み取りが必要不可欠です。落ち着

いて資料や会話文を読み取りましょう。 

 また今回、「王の目」「王の耳」という言葉は知っていたけれど、その役割を知らなかったため、片桐さんのメモを正文

と判断してしまった人、中南米の先住民文明で馬が利用されていなかったことは知っていたけれど、百瀬さんのメモを

正文と判断してしまった人がいると思います。共通テスト「歴史総合，世界史探究」は、用語の単なる暗記では解けない

問題が多いです。用語そのものを問うのではなく、出来事の内容・特徴や因果関係・背景・影響などを問う問題が多い

ためです。内容の理解に努めましょう。そして、獲得した知識が問題を解く際に活用できるかどうか確認するために、

問題演習にも取り組みましょう。 


